
令
和
４
年
度
前
期

都
府
県
体
型
審
査
概
要

厳
し
い
状
況
下
で
も
微
減
に
と
ど
ま
る

社
員
補
欠
選
挙

当
　
選
　
者

改
良
情
報
を
ま
と
め
て

Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
で
確
認

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
が
最
多

２
位
は
栃
木
県
・
小
針
勤
さ
ん

令
和
３
年
度
検
定
成
績
証
明
よ
り

Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
活
用
し
て

牛
群
改
良
の
推
進
を

審
査
頭
数
は

前
年
同
期
比

％

審
査
頭
数

１
位
は
岩
手
県

経
営
改
善
の
た
め
に

改
良
を
　
　
　
　
　

最
多
証
明
は
　
　
　

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

検
定
成
績
証
明
の
　

自
動
継
続
発
行
と
は
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日
本
ホ
ル
協
は
、こ
の
ほ
ど
令
和
３
年
度
都
府
県
検
定
成
績
証
明
を
取
り
ま
と
め
た
。

令
和
３
年
度
は
４
１
７
４
件
、
前
年
度
比

・
８
％
と
微
減
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
多
数
の
証
明
を
行
い
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ
た
酪
農
家

の
方
々
の
紹
介
と
、
自
動
継
続
発
行
で
利
用
で
き
る
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
紹
介
し
た
い
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
（
ラ
イ
ア
ス


登
録
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム
）

は
、
検
定
成
績
証
明
書
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
簡
単
に
閲
覧
で
き
る
Ｗ
ｅ

ｂ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
で
は
証
明
書
の

閲
覧
だ
け
で
な
く
、
紙
面
の

制
約
で
証
明
書
に
表
示
し
き

れ
な
か
っ
た
血
統
情
報
や
審

査
成
績
、
さ
ら
に
は
共
進
会

賞
歴
や
系
統
譜（
分
娩
情
報
）

も
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
画
面

で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
さ
ら
に
、
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
は
個

体
情
報
だ
け
で
な
く
歴
代
成

績
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
牛

群
内
で
過
去
に
証
明
さ
れ
た

成
績
を
基
に
、
乳
量
順
や
乳

成
分
量
順
等
に
並
べ
替
え
、

他
の
牛
と
比
較
し
な
が
ら
見

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
に
ロ
グ

イ
ン
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ジ
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と

な
く
、
近
交
情
報
シ
ス
テ
ム

Ｗ
ｅ
ｂ
や
牛
群
遺
伝
情
報
Ｗ

ｅ
ｂ
、
自
動
登
録
同
時
Ｓ
Ｎ

Ｐ
農
家
還
元
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
へ

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
改

良
情
報
を
集
約
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
利
用
す
る
に

は
、
検
定
成
績
証
明
の
自
動

継
続
発
行
農
家
で
あ
る
こ
と

が
必
要
だ
が
、
ま
だ
自
動
継

続
発
行
を
行
っ
て
い
な
い
方

や
興
味
の
あ
る
方
向
け
に
、

デ
モ
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い

る
。
図
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

ま
た
は
日
本
ホ
ル
協
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
サ
イ
ト

内
の
「
ヘ
ル
プ
」
に
あ
る
操

作
手
引
書
を
参
照
の
上
、
各

情
報
画
面
な
ど
の
表
示
内
容

や
操
作
性
を
試
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
社
員
辞
任
に
伴
う
補
欠
選

挙
が
愛
媛
県
及
び
熊
本
県
で

８
月

日
に
実
施
さ
れ
、
無

投
票
で
当
選
者
が
決
定
し
た

の
で
公
示
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇
第

区
（
愛
媛
県
）

　
京
森
大
輔

◇
第

区
（
熊
本
県
１
）

　
西
本
道
靖

　
令
和
４
年
度
前
期
の
体
型

審
査
は
、
７
月
中
旬
を
も
っ

て
全
て
の
日
程
が
終
了
し

た
。
３
年
目
を
迎
え
た
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
会
員
並
び
に

支
部
・
承
認
団
体
の
ほ
か
、

関
係
各
位
の
多
大
な
る
理
解

・
協
力
に
よ
り
概
ね
予
定
ど

お
り
の
審
査
日
程
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

需
給
の
大
幅
緩
和
と
こ
れ
に

伴
う
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
急

増
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
円

安
の
進
行
に
伴
う
輸
入
飼
料

価
格
等
の
大
幅
値
上
げ
等
か

ら
、
全
国
的
に
生
産
費
が
急

上
昇
し
、
生
乳
生
産
基
盤
を

確
保
す
る
う
え
で
極
め
て
危

機
的
な
状
況
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
酪
農

情
勢
下
、
前
期
の
体
型
審
査

に
お
い
て
も
会
員
の
受
検
控

え
に
よ
る
実
績
の
激
減
が
危

惧
さ
れ
た
も
の
の
、
受
検
戸

数
・
頭
数
と
も
に
激
減
す
る

こ
と
な
く
終
了
す
る
こ
と
と

な
り
、
ま
ず
は
本
紙
面
を
通

し
て
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。

　
都
府
県
に
お
け
る
前
期
の

体
型
審
査
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
感
染
防
止
対
策
の
ほ

か
、
後
代
検
定
材
料
娘
牛
の

不
在
、
ま
た
は
未
分
娩
な
ど

の
理
由
か
ら
６
県
が
未
実
施

と
な
っ
た
一
方
、

都
府
県

で
予
定
ど
お
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
全
審
査
頭
数

の
合
計
は
８
６
９
９
頭
と
な

り
、
前
年
同
期
と
の
比
較
で

は
６
５
７
頭
減
（

％
）
と

な
っ
た
。

　
審
査
頭
数
の
内
訳
で
は
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
牛
群
・

奨
励
審
査
は
３
９
９
１
頭

（

戸
・
３
３
０
頭
減
）
、

体
型
調
査
は
３
８
１
０
頭

（

戸
・
５
７
９
頭
減
）
、

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
適
合
性
調
査

は
８
３
７
頭
（

戸
・
２
５

５
頭
増
）
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の

審
査
頭
数
は

頭
（
１
戸
・

８
頭
減
）
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス

イ
ス
種
は
７
頭
（
１
戸
・
７

頭
増
）
と
な
っ
た
。

　
都
府
県
別
の
状
況
を
み
る

と
、
牛
群
・
奨
励
審
査
頭
数

で
は
岩
手
県
が
６
２
８
頭
で

最
も
多
く
、
以
下
熊
本
県
３

８
４
頭
、群
馬
県
２
９
４
頭
、

栃
木
県
２
２
２
頭
、
千
葉
県

１
７
１
頭
、
宮
崎
県
１
６
８

頭
と
続
き
、
こ
の
上
位
６
県

の
審
査
頭
数
は
都
府
県
全
体

の
約
半
数
と
な
る

％
を
占

め
る
。

　
ま
た
、
後
代
検
定
体
型
調

査
は
、
各
県
計
画
頭
数
に
基

づ
き
４
７
３
戸
を
巡
回
し
、

材
料
娘
牛
９
１
７
頭
、
同
期

牛
２
８
９
３
頭
、
計
３
８
１

０
頭
の
体
型
デ
ー
タ
を
収

集
。
前
年
同
期
と
の
比
較
で

は
、

戸
・
材
料
娘
牛

頭

・
同
期
牛
５
１
５
頭
、
計
５

７
９
頭
の
減
少
と
な
り
、
計

画
対
比
で

・
４
％
の
実
施

と
な
っ
た
。調
査
頭
数
で
は
、

熊
本
県
が
５
８
８
頭
で
最
も

多
く
、
以
下
岩
手
県
４
９
５

頭
、
群
馬
県
４
１
０
頭
、
栃

木
県
２
６
６
頭
、
鹿
児
島
県

２
０
８
頭
、
愛
知
県
１
９
１

頭
の
順
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
将
来
の
搾
乳
ロ
ボ

ッ
ト
適
合
指
数
開
発
に
向
け

た
ロ
ボ
ッ
ト
調
査
で
は
、
各

県
計
画
頭
数
に
基
づ
き

戸

を
巡
回
し
、
８
３
７
頭
の
体

型
デ
ー
タ
を
収
集
。
前
年
同

期
と
の
比
較
で
は

戸
・
２

５
５
頭
の
増
加
と
な
り
、
計

画
対
比
で

・
５
％
の
実
施

と
な
っ
た
。
調
査
頭
数
で
は

岩
手
県
が
１
２
７
頭
で
最
も

多
く
、
以
下
愛
知
県

頭
、

千
葉
県

頭
、熊
本
県

頭
、

宮
崎
県

頭
と
続
き
、
牛
群

・
奨
励
審
査
・
体
型
調
査
・

ロ
ボ
ッ
ト
調
査
の
合
計
で

は
、
岩
手
県
が
１
２
５
０
頭

で
最
も
多
く
、
以
下
２
位
の

熊
本
県
１
０
２
２
頭
に
２
２

８
頭
の
差
を
つ
け
る
結
果
と

な
っ
た
。
次
い
で
３
位
群
馬

県
７
０
４
頭
、
４
位
栃
木
県

５
１
８
頭
、
５
位
愛
知
県
４

４
５
頭
、
６
位
岡
山
県
３
５

４
頭
と
な
り
、
上
位
６
県
で

都
府
県
前
期
の
全
審
査
頭
数

の

％
を
占
め
る
結
果
と
な

っ
た
。

　
今
般
の
厳
し
い
酪
農
情
勢

下
に
も
拘
ら
ず
、
牛
群
・
奨

励
審
査
は
審
査
頭
数
こ
そ
３

３
０
減
少
し
た
も
の
の
、
審

査
戸
数
は

戸
の
減
少
に
留

ま
っ
た
。
受
検
農
家
の
よ
り

一
層
の
高
い
改
良
意
欲
に
よ

り
、
継
続
し
て
体
型
審
査
を

受
検
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
周
知
の
と
お
り
、
全
国
の

広
域
指
定
団
体
と
大
手
乳
業

メ
ー
カ
ー
と
の
乳
価
期
中
改

定
を
巡
る
交
渉
に
よ
り
、
２

０
１
３
年
以
来
９
年
ぶ
り
に


月
１
日
出
荷
分
か
ら
飲
用

向
け
・
発
酵
向
け
が

円
／

㎏
値
上
げ
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
た
。
一
方
、
今
後
の
乳
価

値
上
げ
に
伴
い
飲
用
需
要
が

厳
し
く
な
る
こ
と
で
、
酪
農

経
営
は
更
に
厳
し
い
状
況
を

迎
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
生

産
者
の
方
々
に
お
か
れ
て

は
、
貯
蓄
の
切
り
崩
し
や
資

金
の
借
り
入
れ
の
ほ
か
、
様

々
な
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
努

力
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
乳
牛
の
血
統
登
録
は
改

良
の
原
点
で
あ
り
、
改
良
は

作
業
の
効
率
化
・
コ
ス
ト
低

減
を
は
じ
め
酪
農
経
営
の
改

善
に
極
め
て
有
効
な
手
段
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
体
型
審

査
並
び
に
後
代
検
定
体
型
調

査
・
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
適
合
性

調
査
の
実
施
に
会
員
並
び
に

支
部
・
承
認
団
体
の
ほ
か
、

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
検
定
成
績
証
明
と
は
、
牛

群
検
定
で
得
ら
れ
た
泌
乳
記

録
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
証
明
書
に
は
本
牛
を
含

め
、
４
代
の
血
統
情
報
や
審

査
情
報
、
遺
伝
評
価
値
、
共

進
会
賞
歴
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
証
明
書
１
枚
で
様

々
な
改
良
情
報
を
集
約
し
て

確
認
で
き
る
た
め
、
よ
り
効

率
的
な
改
良
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
ま
た
証
明
牛
の
う
ち
、

優
秀
牛
は
生
涯
検
定
牛
と
し

て
選
奨
さ
れ
、
証
明
書
に
表

示
（
金
・
銀
・
銅
賞
）
さ
れ

る
ほ
か
、
乳
量
・
乳
脂
量
の

証
明
記
録
が
都
府
県
記
録
等

を
更
新
し
た
場
合
は
検
定
成

績
優
秀
牛
と
し
て
表
彰
さ
れ

る
。
加
え
て
、
高
能
力
牛
は

本
紙
や
酪
農
関
係
雑
誌
等
へ

の
掲
載
、
日
本
ホ
ル
協
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
公
表
さ
れ

る
。

　
令
和
３
年
度
検
定
成
績
証

明
の
都
府
県
証
明
件
数
は
全

体
で
４
１
７
４
件
で
あ
っ

た
。
証
明
件
数
が

件
以
上

の
酪
農
家
を
表
に
取
り
ま
と

め
た
と
こ
ろ
、
１
０
０
件
以

上
の
証
明
が
８
農
家
、

件

以
上
が

農
家
、

件
以
上

が

農
家
と
な
り
、
特
に

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

は
証
明
件
数
３
２
１
件
で
１

位
と
な
っ
た
。
２
位
は
栃
木

県
の
小
針
勤
さ
ん
１
６
５

件
、３
位
は
埼
玉
県
の（
有
）

加
藤
牧
場
１
６
０
件
で
、
こ

の
３
農
家
だ
け
で
総
証
明
件

数
の

・
４
％
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
酪
農
家

は
平
均
Ｆ
偏
差
値
も
高
く
、

毎
月
本
紙
で
掲
載
し
て
い
る

検
定
成
績
優
秀
牛
の
紹
介
に

も
同
農
場
の
牛
が
登
場
す
る

よ
う
に
、
牛
群
・
個
体
と
も

に
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
い
る
。

　
な
お
、
表
中
の
＊
は
、
自

動
継
続
発
行
を
示
し
て
お

り
、
先
に
紹
介
し
た
証
明
件

数
の
多
い
酪
農
家
の
方
々
が

自
動
継
続
発
行
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
検
定
成
績
証
明
の
自
動
継

続
発
行
と
は
、
一
度
申
請
す

れ
ば
、
申
請
年
度
（
ま
た
は

月
）
以
降
に
分
娩
し
た
登
録

牛
全
頭
の
検
定
期
間
が
終
了

す
る
度
に
、
１
証
明
に
つ
き

１
枚
の
証
明
書
が
自
動
的
に

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
自
動
継
続
発
行
で
は
、
申

込
書
で
の
１
頭
毎
の
申
込
み

が
不
要
と
な
る
こ
と
や
申
込

み
忘
れ
を
防
ぐ
な
ど
、
手
間

な
く
自
動
で
検
定
成
績
証
明

書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
自
動
継
続
発
行

を
開
始
す
る
と
次
に
紹
介
す

る
Ｒ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。


